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12
月
７
～
８
日
、
北

海
道
農
協
青
年
部
協
議

会
は
、
札
幌
市
内
の
ホ

テ
ル
で
第
66
回
全
道
Ｊ

Ａ
青
年
部
大
会
を
開
催

し
、
当
Ｊ
Ａ
か
ら
對
木

賢
雅
部
長
他
７
名
が
出

席
し
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ａ
青
年
の
主
張
発

表
大
会
で
は
、
音
白
支

部
の
大
坂
隼
人
さ
ん
が

釧
路
地
区
を
代
表
し

﹁
私
の
農
場
・
酪
農
の

将
来
に
つ
い
て
﹂
と
題

し
て
発
表
し
、
み
ご
と

優
秀
賞
を
受
賞
し
ま
し

た
。

　

ま
た
基
調
講
演
や
分

科
会
、
農
村
ホ
ー
ム
ス

テ
イ
事
例
発
表
、
ア
ー

ム
レ
ス
リ
ン
グ
大
会
等

が
行
な
わ
れ
、
全
道
各

地
の
盟
友
と
交
流
を
深

め
ま
し
た
。

　

本
大
会
で
は
﹁
農
協

改
革
に
対
す
る
特
別
決

議
﹂
が
採
択
さ
れ
ま
し

た
。

　

12
月
15
日
、
鶴
居

小
学
校
で
、
よ
つ
葉

乳
業
︵
株
︶
根
釧
工

場
主
催
に
よ
る
﹁
ふ

る
さ
と
給
食
出
前
授

業
﹂
が
行
な
わ
れ
ま

し
た
。

　

こ
の
授
業
は
社
会

学
習
の
一
環
で
、
三

年
生
を
対
象
に
﹁
根

釧
牛
乳
﹂
の
消
費
拡
大

と
地
産
地
消
の
意
識

を
根
付
か
せ
る
﹁
食
育

教
育
﹂
を
目
的
に
毎
年

実
施
し
て
お
り
ま
す
。

　

当
Ｊ
Ａ
青
年
部
鶴

居
支
部
の
増
田
一
真
さ

ん
、
菱
沼
恭
平
さ
ん
、
よ

つ
葉
の
担
当
者
が
講
師
と

な
り
、﹁
く
し
ろ
の
酪
農
﹂

に
つ
い
て
﹁
牧
場
の
し
ご

と
・
牛
乳
の
で
き
る
ま
で
﹂

等
を
わ
か
り
や
す

く
解
説
し
ま
し

た
。

　

ま
た
乳
牛
の
模

型
を
使
っ
た
搾
乳

体
験
な
ど
を
行
な

い
、生
徒
達
は﹁
酪

農
﹂
に
つ
い
て
多

く
を
学
び
ま
し

た
。

大会テーマ 『Exciting Innovation ～未来への改革～』
北海道に夢のある種を蒔こう

～青年部鶴居支部～

第66回 全道ＪＡ青年部大会

「ふるさと給食出前授業」で「食育教育」

青年の主張で優秀賞 ! 大坂隼人さん

増田さん（左）と菱沼さん（右）
がわかりやすく説明

模擬搾乳体験を実施

大会の様子
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エコたわし作りに挑戦

ニュージーランド視察報告会
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12
月
５
～
６
日
、
阿
寒
で
管
内

の
女
性
部
員
・
事
務
局
計
65
名︵
当

Ｊ
Ａ
女
性
部
員
20
名
︶が
参
加
し
、

平
成
29
年
度 

釧
路
地
区
Ｊ
Ａ
女

性
部
研
修
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

１
日
目
の
研
修
で
は
、﹁
女
性

農
業
者
の
Ｊ
Ａ
運
営
参
画
に
向
け

た
地
区
女
性
協
の
取
組
み
報
告
﹂

や
﹁
Ｊ
Ａ
浜
中
町
女
性
部
全
戸
加

入
経
過
報
告
﹂、﹁
家
の
光
記
事
活

用
体
験
発
表
﹂
等
、
２
日
目
は
、

﹁
エ
コ
た
わ
し
作
り
﹂
等
を
行
な

い
参
加
者
の
皆
さ
ん
は
研
修
を
通

し
て
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

～女性組織のより一層の活性化を目指して～

釧 路 地 区ＪＡ女 性 部 研 修 会

～部員同士の交流を深める～

第30回 「かあさんＤＡＹ」　開催

　

12
月
８
日
、本
所
で
第
30
回﹁
か

あ
さ
ん
Ｄ
Ａ
Ｙ
﹂
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

部
員
・
関
係
者
33
名
が
参
加
し
、

ホ
ク
レ
ン
釧
路
支
所
の
担
当
者
か

ら
Ｊ
Ａ
個
別
宅
配
事
業
ジ
ョ
イ
ラ

イ
フ
商
品
の
説
明
を
受
け
た
後
、

試
食
会
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

研
修
報
告
で
は
、
11
月
に
実
施

さ
れ
た﹁
鶴
居
村
海
外
酪
農
視
察
﹂

へ
参
加
し
た
斉
藤
紀
子
さ
ん
、
菱

沼
亜
実
さ
ん
、
長
尾
朋
子
さ
ん
よ

り
視
察
内
容
が
報
告
さ
れ
情
報
を

共
有
し
ま
し
た
。

ＪＡ人 事 管 理 制 度 研 修 会
　

12
月
18
日
、
本
所
で
、
本
・
支
所

の
課
長
職
及
び
本
年
度
新
採
用
職

員
・
正
職
員
登
用
者
を
対
象
と
し
た

人
事
管
理
制
度
研
修
会
が
行
な
わ
れ

ま
し
た
。

　

Ｊ
Ａ
中
央
会
根
釧
支
所 

山
本
次

長
及
び
同
会
総
合
コ
ン
サ
ル
課 

山

崎
主
幹
を
講
師
に
招
き
、
課
長
職
を

対
象
に
考
課
者
訓
練
︵
考
課
実
務
︶

等
を
、
新
採
用
職
員
・
正
職
員
登
用

者
を
対
象
に
人
事
考
課
の
基
礎
知
識

と
実
務
上
の
留
意
点
等
を
学
び
理
解

を
深
め
ま
し
た
。



平成29年度
ＪＡくしろ丹頂 役員道外視察研修報告 ①

平成29年11月21 ～ 24日の日程で実施した福島県・栃木県への役員道外視察研
修を２回に分けて報告します。

◆
11
月
22
日（
水
）

【
視
察
先
１
】酪
王
乳
業
株
式
会
社

（
福
島
県
郡
山
市
）

　
﹁
酪
王
﹂
の
名
前
の
由
来
は
、
１

９
７
５
年
に
北
海
道
か
ら
九
州
ま

で
、
２
１
，
５
６
９
通
の
全
国
か

ら
の
公
募
の
中
か
ら
＂
酪
農
の
王

様
＂
と
書
い
て
﹁
酪
王
﹂
の
ブ
ラ

ン
ド
名
が
決
定
し
た
。
牛
乳
や
カ

フ
ェ
オ
レ
以
外
に
も
、
ヨ
ー
グ
ル

ト
な
ど
様
々
な
乳
製
品
を
作
っ
て

お
り
、
酪
王
牛
乳
や
主
な
乳
製
品

は
、
本
社
工
場
で
製
造
し
て
い
る
。

●
会
社
概
要

　

福
島
県
酪
農
協
が
１
０
０
％
出

資
の
株
式
会
社
で
、
10
年
前
の
２

０
０
７
年
10
月
に
、
福
島
県
酪
農

協
か
ら
分
離
新
設
立
さ
れ
た
。

　

工
場
設
備
は
、敷
地
面
積
１
９
，

５
３
０
㎡
、
建
物
面
積
３
，
８
４

０
㎡
、
殺
菌
機
５
台
、
充
填
機
１

０
台
、親
元
の
福
島
県
酪
農
協
は
、

１
９
９
４
年
３
月
に
12
組
合
の
合

併
に
よ
り
広
域
専
門
農
協
と
し
て

発
足
し
た
。
１
９
９
７
年
に
福
島

県
酪
連
の
権
利
義
務
を
承
継
し
、

２
０
０
５
年
に
は
県
内
14
酪
農
専

門
農
協
の
統
合
が
完
了
し
た
。
現

在
、
工
場
周
辺
は
住
宅
地
化
し
て

お
り
、１
９
７
５
年
︵
昭
和
50
年
︶

12
月
操
業
開
始
時
に
は
、
周
辺
は

田
ん
ぼ
で
あ
っ
た
。
元
の
所
有
者

は
、
県
酪
連
傘
下
の
県
中
央
酪
農

協
で
そ
の
後
買
収
し
た
。当
時
は
、

三
角
形
の
テ
ト
ラ
パ
ッ
ク
の
牛
乳

製
品
を
作
っ
て
い
た
。

　

酪
農
家
戸
数
は
１
８
６
戸
、
飼

養
頭
数
７
，
４
７
１
頭
、
生
産
乳

量
４
６
，
８
０
６
ト
ン
、
復
興
牧

場
に
は
ミ
ネ
ロ
フ
ァ
ー
ム
な
ど
が

あ
る
。
平
成
28
年
度
の
実
績
は
、

売
上
高
59
億
３
，
５
６
０
万
円
、

震
災
後
か
ら
よ
う
や
く
60
億
円
近

く
ま
で
回
復
し
た
。
処
理
乳
量
１

６
，
８
３
３
ト
ン
、
乳
業
工
場
運

営
の
た
め
に
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
、
Ｆ
Ｓ

Ｓ
C
２
２
０
０
０
、
エ
コ
ス
テ
ー

ジ
Ｅ
Ｓ
Ｓ

－

０
０
１
の
外
部
認
証

を
取
得
し
た
。
社
会
貢
献
活
動
に

も
取
り
組
ん
で
お
り
、
工
場
周
辺

の
ゴ
ミ
拾
い
は
毎
週
続
け
て
い

る
。
ま
た
、
年
に
１
回
構
内
を
開

放
し
、
ご
愛
飲
の
皆
様
に
感
謝
を

込
め
て
酪
農
祭
り
の
イ
ベ
ン
ト
を

開
催
し
て
い
る
。

●
乳
製
品
の
製
造
工
程

　

工
場
に
は
、
福
島
県
内
の
牧
場

か
ら
毎
日
搾
り
た
て
の
製
品
が
、

ミ
ニ
ミ
ル
ク
タ
ン
ク
ロ
ー
リ
ー
に

よ
っ
て
運
ば
れ
て
来
る
。

研修風景

ミニミルクタンクローリー車
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製
品
は
計
量
後
、
様
々
な
検
査

︵
検
査
室
は
別
棟
︶
が
実
施
さ
れ

る
。
検
査
に
合
格
し
た
製
品
は
、

ク
ラ
イ
フ
ァ
イ
ヤ
ー
装
置
を
通
り

強
力
な
遠
心
力
で
、
目
に
見
え
な

い
不
純
物
が
取
り
除
か
れ
る
。
不

純
物
を
取
り
除
い
た
製
品
は
、
大

き
な
サ
イ
ロ
タ
ン
ク
に
移
さ
れ
、

５
℃
以
下
に
冷
や
さ
れ
、
鮮
度
を

保
ち
な
が
ら
貯
乳
さ
れ
る
。

　

次
に
牛
乳
の
成
分
が
一
定
に
な

る
様
に
、
オ
モ
ゲ
ラ
イ
ザ
ー
の
機

械
で
乳
脂
肪
分
を
細
か
く
砕
く
。

生
乳
に
強
い
圧
力
を
掛
け
る
と
、

乳
脂
肪
分
が
細
か
く
な
り
一
定
の

大
き
さ
に
な
る
。
脂
肪
分
が
均
一

と
な
り
、
滑
ら
か
な
味
に
な
る
。

次
に
加
熱
殺
菌
で
、
１
２
０
℃
で

２
秒
間
生
乳
を
加
熱
す
る
超
瞬
間

加
熱
棒
を
用
い
て
、
細
菌
を
死
滅

さ
せ
安
心
し
て
飲
め
る
牛
乳
に
す

る
。
殺
菌
し
た
牛
乳
を
紙
パ
ッ
ク

へ
充
填
す
る
。
ク
リ
ニ
ン
グ
器
の

ほ
ぼ
無
菌
に
近
い
装
置
の
中
で
行

わ
れ
る
。
ベ
ル
ト
コ
ン
ベ
ア
ー
の

上
を
流
れ
な
が
ら
充
填
・
パ
ッ
ク

シ
ー
ル
を
初
め
、
金
属
探
知
機
や

ウ
エ
イ
ト
チ
ェ
ッ
ク
、
日
付
の
カ

メ
ラ
チ
ェ
ッ
ク
な
ど
が
完
全
自
動

化
で
行
わ
れ
、
こ
の
間
は
全
く
人

の
手
に
触
れ
る
こ
と
が
無
く
工
程

が
進
む
。

　

そ
の
後
、
牛
乳
の
輸
送
用
ケ
ー

ス
に
詰
め
ら
れ
、
冷
蔵
倉
庫
に
運

ば
れ
て
保
管
さ
れ
る
。
牛
乳
瓶
へ

の
充
填
ラ
イ
ン
は
、
洗
浄
、
殺
菌

さ
れ
た
瓶
に
、
汚
れ
や
傷
が
な
い

か
を
カ
メ
ラ
で
チ
ェ
ッ
ク
し
、
充

填
後
は
直
ち
に
キ
ャ
ッ
プ
で
密
閉

さ
れ
、
品
質
保
持
期
限
を
印
字
し

大
型
ラ
ッ
プ
を
し
て
完
成
と
な
る
。

さ
ら
に
、
人
の
目
で
も
厳
重
に

チ
ェ
ッ
ク
す
る
。
自
動
で
ケ
ー
ス

に
箱
詰
め
さ
れ
、ロ
ボ
ッ
ト
が
ケ
ー

ス
を
積
み
上
げ
て
整
理
す
る
。

　

乳
製
品
は
生
物
で
あ
る
。
そ
の

為
、
衛
生
的
な
オ
ー
ト
メ
ー
シ
ョ

ン
装
置
を
使
う
こ
と
で
、
安
全
性

の
高
い
製
品
が
生
み
出
さ
れ
る
。

た
だ
、
そ
れ
ら
全
て
は
人
が
管
理

し
て
お
り
、
あ
ら
ゆ
る
工
程
が
正

確
で
ス
ム
ー
ズ
に
運
ぶ
様
、
常
に

チ
ェ
ッ
ク
の
目
を
光
ら
せ
て
い

る
。
酪
王
乳
業
で
は
、
安
全
安
心

な
乳
製
品
づ
く
り
を
通
し
て
、
皆

さ
ん
の
健
康
と
笑
顔
の
毎
日
を
応

援
し
て
い
る
。

●
２
０
１
１
．
３
．
11　

東
日
本

大
震
災　

Ｍ
９
．
０

　

工
場
の
屋
根
の
下
を
水
道
管
が

通
っ
て
い
る
が
水
道
管
が
落
下
し

た
。
ま
た
、
水
槽
の
屋
根
が
破
損

し
た
程
度
で
大
き
な
損
傷
は
な

か
っ
た
の
で
、
１
週
間
で
工
場
の

復
帰
が
出
来
た
。
ロ
ー
リ
ー
の
軽

油
が
不
足
し
て
い
た
が
、
農
家
が

生
乳
を
廃
棄
し
て
い
る
の
で
、
早

期
集
荷
が
使
命
な
の
で
工
場
を
再

開
さ
せ
た
。

　

し
か
し
、
放
射
性
物
質
の
問
題

で
、
再
開
し
た
夜
に
出
荷
停
止
の

命
令
が
下
さ
れ
た
。
乳
製
品
と
集

荷
し
た
生
乳
を
全
て
廃
棄
処
理
し

た
。
福
島
産
の
生
乳
を
使
用
出
来

る
ま
で
、
１
か
月
が
か
か
っ
た
。

そ
の
間
、
工
場
を
止
め
る
訳
に
は

い
か
な
い
の
で
、
岩
手
県
酪
か
ら

の
支
援
で
45
ト
ン
を
受
け
入
れ

た
。
ま
ず
は
、
１
リ
ッ
ト
ル
パ
ッ

ク
か
ら
販
売
を
開
始
し
た
が
、
関

東
方
面
の
宅
配
の
顧
客
は
他
社
の

牛
乳
へ
移
っ
た
。
地
元
の
顧
客
は

何
と
か
な
っ
た
が
、
関
東
方
面
の

顧
客
は
戻
っ
て
は
来
な
か
っ
た
。

　

震
災
前
１
４
７
あ
っ
た
ア
イ
テ

ム
が
、
震
災
の
半
年
後
に
は
72
ア

イ
テ
ム
に
半
減
し
た
。
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
積
極
的
に
Ｐ
Ｒ
活
動
を

行
い
、
そ
の
結
果
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
の

生協用のパック市販用のパック
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応
援
が
あ
っ
た
。
誰
か
が
﹁
♯
福

島
酪
王
カ
フ
ェ
オ
レ
会
﹂。
福
島

の
被
っ
て
い
る
い
わ
れ
の
な
い
風

評
被
害
を
﹁
酪
王
カ
フ
ェ
オ
レ
の

美
味
し
さ
﹂
で
吹
き
消
し
て
行
く

Ｔ
ｗ
ｉ
ｔ
ｔ
ｅ
ｒ
の
会
を
立
ち
上

げ
、
呟
き
を
ア
ッ
プ
し
て
い
た
だ

い
た
の
は
非
常
に
心
強
か
っ
た
。

こ
の
効
果
も
あ
り
、
新
規
の
お
客

様
の
購
入
も
伴
っ
て
、２
０
１
３
、

２
０
１
５
年
に
は
、秋
葉
原
で﹁
酪

王
カ
フ
ェ
オ
レ
フ
ァ
ン
の
集
い
﹂

を
開
催
、
２
０
１
６
、
２
０
１
７

年
に
は
日
本
橋
で
﹁
酪
王
カ
フ
ェ

オ
レ 

ｉ
ｎ 

Ｍ
Ｉ
Ｄ
Ｅ
Ｔ
Ｔ
Ｅ
﹂

を
開
催
し
、
ど
ち
ら
も
大
盛
況
で

し
た
。

　

震
災
前
の
売
上
は
61
億
円
で
、

震
災
後
は
45
億
円
ま
で
落
ち
込
み

４
年
間
40
億
台
が
続
き
、
大
変
苦

労
し
た
。
今
年
は
順
調
で
62
億
円

程
を
見
込
ん
で
い
る
。
売
上
げ
の

品
種
別
で
は
、
１
／
３
が
牛
乳
で

２
割
が
乳
飲
料
、
酪
王
カ
フ
ェ
オ

レ
に
は
牛
乳
が
75
％
入
っ
て
お

り
、
他
社
と
の
差
別
化
で
消
費
拡

大
を
図
っ
て
い
る
。販
売
先
で
は
、

量
販
店
︵
ス
ー
パ
ー
、
コ
ン
ビ
ニ

等
︶に
１
／
３
を
供
給
し
て
い
る
。

　

大
震
災
後
、
酪
王
カ
フ
ェ
オ
レ

の
売
上
げ
が
順
調
に
推
移
し
て
お

り
、
牛
乳
も
徐
々
に
回
復
傾
向
に

あ
る
の
で
、
こ
れ
か
ら
も
頑
張
っ

て
参
り
た
い
。

【
視
察
先
２
】
ミ
ネ
ロ
フ
ァ
ー
ム

（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
Ｆ
Ａ
Ｒ

－

Ｎ
ｅ

ｔ
」
が
運
営
す
る
牧
場
）（
福
島

県
福
島
市
）

●
ミ
ネ
ロ
フ
ァ
ー
ム
の
設
立
の
背

景（
２
０
１
２
年
１
月
23
日
設
立
）

　

東
日
本
大
震
災
並
び
に
原
発
事

故
に
よ
り
、
多
数
の
酪
農
家
が
被

災
し
乳
牛
１
，
６
０
０
頭
が
減
少

す
る
な
ど
、
生
産
基
盤
が
大
打
撃

を
受
け
生
産
乳
量
は
震
災
前
の
７

割
ま
で
に
な
っ
た
。
被
災
地
か
ら

離
れ
た
福
島
市
に
お
い
て
、
補
修

に
よ
っ
て
利
用
可
能
な
牧
場
を
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
Ｆ
Ａ
Ｒ

－

Ｎ
ｅ
ｔ
が
借

り
受
け
、
施
設
を
改
修
し
て
復
興

牧
場
を
建
設
し
被
災
酪
農
家
を
雇

用
し
て
、
牧
場
経
営
再
開
と
県
内

の
酪
農
の
復
興
に
向
け
た
支
援
を

行
う
。
ミ
ネ
ロ
フ
ァ
ー
ム
は
、
被

災
酪
農
家
の
雇
用
創
出
と
経
営
再

開
へ
の
精
神
的
な
支
え
、
被
災
酪

農
家
同
士
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
形

成
の
場
と
経
営
再
開
を
進
め
、
生

乳
生
産
基
盤
の
回
復
と
福
島
県
酪

農
の
復
興
を
目
指
し
た
。
ダ
ノ
ン

ジ
ャ
パ
ン
㈱
が
窓
口
と
な
り
、
グ

ル
ー
プ
会
社
の
﹁
ダ
ノ
ン
エ
コ
シ

ス
テ
ム
フ
ァ
ン
ド
﹂
が
支
援
先
と

な
っ
た
。

　

ミ
ネ
ロ
フ
ァ
ー
ム
設
立
に
あ
た

り
支
援
の
受
け
皿
と
し
て
、
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
﹁
福
島
農
業
復
興
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
﹂︵
通
称
名 

Ｆ
Ａ
Ｒ

－

Ｎ

ｅ
ｔ
︶
を
設
立
し
た
。
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
を
選
択
し
た
目
的
は
、
単
な
る

牧
場
経
営
の
み
な
ら
ず
社
会
的
課

題
や
地
域
課
題
に
も
積
極
的
に
取

り
組
む
。
福
島
県
で
暮
ら
す
人
々

に
対
し
て
、
農
業
を
通
じ
て
生
涯

安
全
安
心
な
生
活
が
送
れ
る
よ
う

支
援
す
る
事
業
を
行
い
、
活
力
あ

る
地
域
社
会
の
実
現
に
寄
与
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
た
。

　

活
動
方
針
は
、
１
．
災
害
に
よ

る
酪
農
者
救
援
、支
援
事
業　

２
．

農
産
物
放
射
性
物
質
測
定
事
業　

３
．
環
境
保
全
事
業　

４
．
堆
肥

リ
サ
イ
ク
ル
有
機
農
業
連
携
事
業

５
．
子
供
の
た
め
の
酪
農
体
験
事

業　

６
．
新
規
就
農
者
、
学
生
、

社
会
人
の
た
め
の
酪
農
学
習
事
業

７
．
地
域
再
生
復
興
事
業　

８
．

農
業
の
経
営
及
び
農
産
物
の
生
産

と
販
売
事
業　

以
上
、
８
点
の
中

で
も
今
の
メ
イ
ン
は
４
．
５
．
６
．

で
あ
る
。

　

現
在
、
ミ
ネ
ロ
フ
ァ
ー
ム
は
被

災
者
に
よ
る
共
同
型
経
営
で
、
４

名
の
正
職
員
と
２
名
の
パ
ー
ト
職

員
が
お
り
、
実
被
災
者
は
場
長
の

紺
野
氏
の
み
で
、
他
は
離
農
者
や

後
継
者
等
で
あ
く
ま
で
も
経
営
母

体
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
で
あ
る
。
本
施

設
に
は
、
宿
泊
設
備
が
あ
り
10
名

が
宿
泊
出
来
る
の
で
、
企
業
研
修

施設の説明風景
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の
場
と
し
て
、
県
酪
農
協
職
員
、

酪
王
乳
業
の
新
入
職
員
を
受
け
入

れ
て
い
る
。
ミ
ネ
ロ
フ
ァ
ー
ム
の

﹁
ミ
ネ
ロ
﹂
の
意
味
は
、
こ
こ
の

住
所
が
松
川
町
水
原
字
峰
路
で
、

峰
路
︵
み
ね
み
ち
︶
を
副
理
事
長

が
ミ
ネ
ロ
と
読
み
間
違
え
功
を
奏

し
た
こ
と
が
由
来
で
あ
る
。

　

地
震
の
影
響
は
全
く
無
か
っ

た
。
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
が
止
ま
る
こ

と
は
無
く
、
搾
乳
も
通
常
通
り
出

来
た
。
大
変
だ
っ
た
の
は
原
発
事

故
で
、
翌
日
の
朝
６
時
に
避
難
命

令
が
出
て
牛
の
管
理
世
話
も
一
切

出
来
ず
避
難
し
た
。
酪
農
家
の
東

日
本
大
震
災
の
本
当
の
被
害
は
、

原
発
事
故
で
あ
る
。

　

ミ
ネ
ロ
フ
ァ
ー
ム
に
は
、﹁
５

つ
の
事
業
目
標
﹂を
掲
げ
て
い
る
。

１
．
集
約
型
酪
農
経
営
モ
デ
ル　

２
．
被
災
酪
農
家
の
雇
用
創
出　

３
．
福
島
県
酪
農
の
復
興
と
生
産

基
盤
を
確
保　

４
．
酪
農
の
多
面

的
機
能
を
発
揮　

５
．
食
料
生
産

地
域
再
生
の
た
め
の
先
端
技
術
展

開
事
業
の
５
つ
で
あ
る
。
そ
の
中

で
も
５
．
で
は
、
復
興
庁
と
農
水

省
と
の
共
同
で
の
復
興
大
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
で
、
大
学
や
国
の
専
門

機
関
と
協
力
し
、
実
証
研
究
を
進

め
て
い
る
。
太
陽
光
発
電
に
よ
る

牛
舎
内
の
プ
レ
ー
ト
ク
ー
ラ
ー
、

ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
で
お
湯
を
貯
め

る
、
ロ
ー
タ
リ
ー
式
の
堆
肥
舎
、

ク
レ
ー
ン
式
の
堆
肥
舎
、
乳
房
炎

の
防
除
等
の
研
究
で
、
現
在
は

デ
ー
タ
収
集
の
作
業
に
取
り
組
ん

で
い
る
。

　

皆
さ
ん
の
堆
肥
舎
で
は
ブ
ロ

ワ
ー
は
堆
肥
に
空
気
を
入
れ
る

が
、
こ
こ
で
は
堆
肥
か
ら
空
気
を

抜
く
た
め
に
、
ブ
ロ
ワ
ー
を
使
用

し
て
い
る
。
そ
れ
は
堆
肥
の
熱
を

利
用
し
て
、
牛
の
飲
み
水
で
あ
る

地
下
水
の
温
度
と
交
換
、
地
下
水

を
温
め
て
利
用
し
て
い
る
。
牛
が

飲
む
水
の
適
正
温
度
の
数
値
デ
ー

タ
を
収
集
し
て
い
る
。
ク
レ
ー
ン

式
の
堆
肥
舎
は
、
一
升
が
間
口
６

ｍ
、
奥
行
き
６
ｍ
、
高
さ
２
ｍ
で

７
カ
所
に
移
動
さ
せ
な
が
ら
温
度

調
節
を
し
て
い
る
。
ま
た
、
２
ケ

月
程
度
で
製
品
に
し
て
販
売
し
て

い
る
。

　

全
て
の
機
械
の
電
気
の
供
給
源

は
、
太
陽
光
で
あ
る
。
今
で
は
、

太
陽
光
の
発
電
時
間
は
朝
の
６
時

か
ら
夕
方
の
５
時
位
、
堆
肥
の
製

造
は
９
時
か
ら
５
時
ま
で
で
、
収

支
は
さ
ほ
ど
上
が
ら
な
い
と
の
見

方
で
あ
る
。
施
設
等
の
概
況
は
、

牛
舎
１
棟
︵
フ
リ
ー
バ
ー
ン
54
頭

×
２
、
フ
リ
ー
ス
ト
ー
ル
60
頭
×

２
︶、
パ
ー
ラ
ー
︵
10
頭
Ｗ
パ
ラ

レ
ル
︶、
ホ
ス
ピ
タ
ル
ペ
ン
１
棟
、

堆
肥
置
場
３
カ
所
、
堆
肥
処
理
施

設
１
カ
所
。飼
養
頭
数
１
４
０
頭
、

育
成
頭
数
41
頭
︵
ほ
ぼ
北
海
道
に

預
託
︶、
出
荷
乳
量
２
，
６
９
９

㎏
／
日
、
平
均
乳
量
２
３
．
７
㎏

で
あ
る
。

︿
報
告
者　

金
融
共
済
部
長

石
動　

稔
﹀

事務所兼宿泊施設

処理施設

牛舎内
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●
11
月
13
日　

農
場
視
察
①

○
Ｄ
ｅ
ｓ
ｌ
ｅ
ｙ
＆
Ｓ
ｔ
ｅ
ｖ
ｅ 

Ｍ

ａ
ｃ
ｇ
ｏ
ｕ
ｇ
ａ
ｎ 

Ｆ
Ａ
Ｒ
Ｍ

　

ハ
ミ
ル
ト
ン
市
郊
外
タ
ウ
ピ
リ

地
区
に
て
経
営
す
る
中
規
模
農
場

で
、
従
業
員
を
１
名
雇
用
し
て
い

ま
す
。
自
宅
を
丘
の
頂
上
に
構
え

周
囲
を
３
６
０
度
見
渡
す
こ
と
が

で
き
、
放
牧
す
る
牛
や
遠
く
の

山
々
を
望
む
こ
と
が
で
き
る
非
常

に
景
色
の
良
い
自
宅
で
し
た
。
農

場
視
察
を
積
極
的
に
受
け
入
れ
、

フ
ァ
ー
ム
ス
テ
イ
等
も
行
っ
て
お

り
ま
す
。

　

敷
地
面
積
は
１
０
０
㏊
、
放
牧

酪
農
で
２
５
０
頭
を
パ
ー
ラ
ー
１

基
で
搾
乳
し
、
飼
養
品
種
は
フ

リ
ー
ジ
ア
ン
種
︵
見
た
目
は
ホ
ル

ス
タ
イ
ン
で
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
に
比

べ
体
が
小
さ
い
︶、
１
頭
あ
た
り

の
平
均
乳
量
は
24
～
25
㎏
、
分
娩

は
７
月
15
日
頃
か
ら
10
週
間
ほ
ど

の
間
に
全
て
生
ま
れ
、
哺
乳
は
子

牛
も
放
牧
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

放
牧
地
に
大
き
な
哺
乳
器
を
置
き

ミ
ル
ク
を
飲
ま
せ
、
体
重
が
１
０

０
㎏
に
な
る
と
離
乳
さ
せ
ま
す
。

下
痢
対
策
は
３
～
４
日
ほ
ど
哺
乳

を
停
止
し
、
薬
に
頼
ら
ず
電
解
質

に
よ
る
適
切
な
水
分
補
給
を
行
っ

て
お
り
ま
す
。

　

親
牛
の
飼
料
は
放
牧
と
い
う
こ

と
も
あ
り
ラ
イ
グ
ラ
ス
等
の
牧
草

が
メ
イ
ン
で
す
が
、
搾
乳
時
に
は

濃
厚
飼
料
に
タ
ピ
オ
カ
と
ク
ッ

キ
ー
を
20
％
ず
つ
混
ぜ
た
餌
を
給

与
し
、
乾
季
に
は
牧
草
が
不
足
す

る
こ
と
か
ら
敷
地
内
に
作
付
し
て

い
る
カ
ブ
を
与
え
て
お
り
、ニ
ュ
ー

ジ
ー
ラ
ン
ド
で
は
主
流
と
の
こ
と

で
し
た
。

　

搾
乳
施
設
は
屋
外
に
あ
る
ヘ
リ

ン
グ
ボ
ー
ン
パ
ー
ラ
ー
の
20
頭
ダ

ブ
ル
１
基
で
す
が
、
ヘ
リ
ン
グ

ボ
ー
ン
の
呼
称
に
つ
い
て
は
、
ヘ

リ
ン
グ
︵
ニ
シ
ン
︶
ボ
ー
ン
︵
骨
︶

と
い
う
こ
と
で
、
ニ
シ
ン
の
骨
の

形
状
に
類
似
し
て
い
る
こ
と
か
ら

名
づ
け
ら
れ
て
お
り
、
中
規
模
農

場
で
は
比
較
的
多
く
使
用
し
て
お

り
ま
す
。

　

実
際
の
搾
乳
は
見
ら
れ
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
汚
れ
が
よ
ほ
ど
で
な

い
限
り
乳
頭
は
拭
か
ず
、
前
搾
り
、

デ
ィ
ッ
ピ
ン
グ
の
乳
頭
清
拭
も
行

わ
れ
ず
、
そ
の
ま
ま
ミ
ル
カ
ー
を

装
着
し
搾
乳
し
ま
す
。
私
達
の
常

識
と
違
う
こ
と
に
非
常
に
驚
き
ま

し
た
が
、
こ
の
搾
乳
方
法
が
こ
ち

ら
で
は
主
流
で
、
清
拭
を
行
っ
て

い
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
乳
房
炎

等
の
疾
病
が
ほ
と
ん
ど
起
き
ず
、

獣
医
師
に
よ
る
診
察
や
治
療
は
年

平成29年度 鶴居村
海外酪農視察 報告

畜産生産部　販売課長　位　下　光　広

自宅から牧草地を望む風景

大型の哺乳器

ヘリングボーンパーラー

　平成29年11月11 ～ 17日の日程で、当ＪＡ職員１名（位下・随行者）、鶴居村で
酪農に携わっている女性６名、添乗員１名の総勢８名によりニュージーランド北島
へ視察研修に参加して参りましたので報告致します。
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に
１
～
２
回
程
度
で
す
。

●
11
月
14
日　

農
場
視
察
②

○
Ｗ
Ｙ
Ｎ
Ｎ
＆
Ｔ
Ｒ
Ａ
Ｃ
Ｙ　

Ｂ

Ｒ
Ｏ
Ｗ
Ｎ　

Ｆ
Ａ
Ｒ
Ｍ

　

ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
市
郊
外
の
マ
タ

マ
タ
地
区
に
て
50
年
前
か
ら
農
場

経
営
を
始
め
、
３
代
に
わ
た
り
家

族
経
営
を
続
け
て
い
る
農
場
で
、

創
業
当
初
は
肉
牛
経
営
を
実
施
、

25
年
前
に
酪
農
へ
経
営
転
換
し
３

０
０
頭
の
搾
乳
か
ら
始
め
、
そ
の

後
、
同
農
場
の
近
隣
に
あ
っ
た
小

規
模
農
場
３
軒
を
吸
収
し
、
現
在

で
は
７
０
０
頭
の
搾
乳
牛
と
３
人

の
従
業
員
を
雇
用
す
る
大
規
模
農

場
で
す
。

　

３
５
０
㏊
の
敷
地
に
約
１
０
０

㏊
の
牧
草
地
と
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
畑
、

１
㏊
の
森
と
湿
地
帯
を
所
有
し
て

お
り
、
丘
の
中
腹
に
建
つ
搾
乳
施

設
か
ら
臨
む
景
色
は
非
常
に
見
応

え
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
２
０
１
０

年
に
は
環
境
に
配
慮
し
た
優
れ
た

酪
農
経
営
と
い
う
こ
と
で
、
環
境

保
全
賞
の
﹁
ワ
イ
カ
ト　

バ
ラ
ン

ス　

エ
ン
バ
イ
ロ
メ
ン
ト
﹂
賞
を

受
賞
し
て
い
る
農
場
で
す
。

　

経
営
形
態
は
放
牧
酪
農
で
、
飼

養
品
種
は
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
ク

ロ
ス
︵
キ
ウ
イ
ク
ロ
ス
と
も
呼
ば

れ
る
フ
リ
ー
ジ
ア
ン
×
ジ
ャ
ー

ジ
ー
︶、
１
頭
あ
た
り
の
平
均
乳
量

は
約
28
㎏
、
牧
草
に
は
多
年
草
で

あ
る
ペ
レ
ニ
ア
ル
ラ
イ
グ
ラ
ス
を

80
％
、
ク
ロ
ー
バ
ー
を
20
％
の
割

合
で
植
生
し
て
お
り
、
イ
タ
リ
ア

ン
ラ
イ
グ
ラ
ス
を
選
ば
な
か
っ
た

の
は
、
生
育
と
再
生
の
良
さ
が
あ

り
安
定
し
た
収
量
が
見
込
め
る
半

面
、
１
年
草
で
冬
季
に
伸
び
が
良

く
夏
季
に
は
育
ち
が
良
く
な
い
と

の
理
由
か
ら
、
ペ
レ
ニ
ア
ル
ラ
イ

グ
ラ
ス
を
選
択
し
て
お
り
ま
す
。

　

搾
乳
形
態
は
54
頭
の
ロ
ー
タ

リ
ー
パ
ー
ラ
ー
１
基
で
自
動
離
脱
、

自
動
デ
ィ
ッ
ピ
ン
グ
、
個
体
は
耳

に
装
着
し
て
い
る
タ
グ
に
よ
っ
て

体
重
や
乳
量
等
が
管
理
さ
れ
、
８

分
間
で
１
周
し
１
時
間
に
３
５
０

頭
、
約
２
時
間
で
７
０
０
頭
の
搾

乳
が
終
わ
り
ま
す
が
、
中
に
は
居

心
地
が
い
い
の
か
パ
ー
ラ
ー
か
ら

退
出
し
な
い
牛
が
居
る
こ
と
が
あ

り
、
そ
の
際
は
牛
の
頭
部
付
近
に

あ
る
噴
出
口
か
ら
水
が
出
て
退
出

を
促
し
ま
す
。
飼
養
す
る
牛
の
種

類
は
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
ク
ロ
ス

の
み
で
す
が
、
そ
の
理
由
は
個
体

が
小
さ
い
こ
と
か
ら
乳
量
が
少
な

い
が
、
餌
の
量
及
び
便
の
量
が
少

な
く
乳
脂
肪
が
高
い
の
が
利
点
で

す
。
ま
た
時
間
効
率
の
良
い
ロ
ー

タ
リ
ー
パ
ー
ラ
ー
で
す
が
、ニ
ュ
ー

ジ
ー
ラ
ン
ド
で
は
電
気
代
が
高
く
、

ひ
と
月
あ
た
り
日
本
円
に
換
算
す

る
と
約
35
万
円
の
電
気
代
は
頭
が

痛
い
と
言
っ
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
農
場
で
は
前
日
視
察
し
た

農
場
と
は
違
い
乳
房
炎
が
多
発
し
、

そ
れ
は
湿
度
の
高
い
冬
季
に
多
く

発
症
す
る
と
言
っ
て
い
ま
し
た
が
、

や
は
り
抗
生
物
質
等
を
使
用
し
た

治
療
は
極
力
行
わ
ず
、
１
か
月
に

２
回
ほ
ど
消
毒
を
す
る
等
の
対
策

を
し
て
お
り
ま
す
。

　

海
外
視
察
を
終
え
て

　

日
本
と
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
で

は
様
々
な
面
で
大
き
く
違
う
酪
農

環
境
で
し
た
が
、
搾
乳
戸
数
の
減

少
と
農
場
の
大
型
化
は
日
本
と
変

わ
り
な
く
、
今
回
視
察
を
し
た
北

島
で
は
平
均
飼
養
頭
数
が
４
２
０

頭
、
南
島
で
は
５
０
０
頭
と
20
年

前
の
倍
に
な
っ
て
お
り
、
抱
え
る

問
題
が
共
通
し
た
も
の
や
違
う
も

の
、
そ
の
他
様
々
な
こ
と
を
知
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

こ
の
視
察
に
参
加
す
る
機
会
を

与
え
て
下
さ
っ
た
こ
と
に
対
し
深

く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

施設の説明をする
牧場主のウインさん

ロータリーパーラー

ウインさんの自宅前にて
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釧路農業改良普及センター　釧路中西部支所普及センターだより
　

今
回
は
、
今
年
収
穫
さ
れ
た
自
給

飼
料
の
作
況
調
査
、
収
量
調
査
結
果

や
粗
飼
料
分
析
値
な
ど
か
ら
、
傾
向

や
使
用
法
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い

と
思
い
ま
す
。

１　

生
育
及
び
収
穫
作
業
の
経
過

●
１
番
草

　

５
月
の
高
温
に
よ
り
、
１
番
草
の

生
育
は
順
調
に
経
過
し
、
出
穂
は
平

年
に
比
べ
て
出
穂
始
で
１
日
早
く
、

収
穫
も
平
年
よ
り
５
日
早
ま
り
ま
し

た
。

●
二
番
草

　

７
月
以
降
の
好
天
に
よ
り
草
丈
の

伸
び
は
順
調
で
し
た
。

　

収
穫
作
業
は
平
年
並
み
に
始
ま
り
、

収
穫
終
は
２
日
早
ま
り
ま
し
た
。

２　

収
量
（
表
１
）

・
１
番
草
の
収
量
は
、
２
、
３
３
３

㎏
と
平
年
の
１
０
４
％
と
な
り
ま
し

た
。

・
２
番
草
の
収
量
は
、
１
、
２
９
２

㎏
と
平
年
の
１
０
２
％
と
な
り
ま
し

た
。

・
１
番
草
と
２
番
草
の
合
計
収
量
は

１
０
３
％
と
な
り
、
サ
イ
レ
ー
ジ
等

は
平
年
並
に
確
保
さ
れ
た
と
考
え
ら

れ
ま
す
。

・
飼
料
用
と
う
も
ろ
こ
し
の
生
収
量

は
、
６
、
５
５
４
㎏
と
平
年
の
１
１

３
％
と
か
な
り
上
回
り
ま
し
た
。

●
飼
料
用
と
う
も
ろ
こ
し（
コ
ー
ン
）

　

７
月
以
降
の
好
天
に
よ
り
、
７
月

中
旬
か
ら
８
月
上
旬
ま
で
の
草
丈
の

伸
長
は
平
年
を
上
回
り
、
稈
長
は
や

や
徒
長
気
味
と
な
り
ま
し
た
。

　

８
月
以
降
は
低
温
日
照
不
足
に
よ

り
登
熟
は
や
や
遅
れ
、
乳
熟
期
は
３

日
、
糊
熟
期
４
日
、
黄
熟
期
９
日
遅

れ
と
な
り
ま
し
た
。
９
月
18
日
の
台

風
18
号
に
よ
り
、
倒
伏
、
折
損
被
害

が
発
生
し
ま
し
た
。
こ
の
た
め
、
登

熟
は
遅
れ
て
い
ま
し
た
が
、
倒
伏
被

害
対
策
と
し
て
収
穫
作
業
を
開
始
し

た
た
め
、
収
穫
始
は
３
日
早
ま
り
ま

し
た
。
倒
伏
被
害
に
よ
り
収
穫
作
業

に
日
数
を
要
し
、
収
穫
終
は
２
日
遅

れ
と
な
り
ま
し
た
。

３　

栄
養
価

　

12
月
時
点
ま
で
に
揃
っ
た
中
西
部

支
所
管
内
の
粗
飼
料
分
析
値
の
デ
ー

タ
か
ら
、
今
年
の
傾
向
を
見
て
み
ま

し
ょ
う
︵
表
２
︶。

●
一
番
草

　

Ｔ
Ｄ
Ｎ
は
収
穫
時
期
が
、
平
年
よ

り
５
日
早
ま
り
ま
し
た
が
、
昨
年
の

平
均
と
比
較
し
て
ほ
ぼ
同
じ
で
す
。

　

繊
維
含
量
︵
Ｎ
Ｄ
Ｆ
︶
は
１
ポ
イ

ン
ト
低
い
傾
向
で
す
。
一
方
、
粗
タ

ン
パ
ク
︵
Ｃ
Ｐ
︶
は
、
２
ポ
イ
ン
ト

高
い
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　

既
に
給
与
し
て
い
る
農
場
か
ら
は
、

﹁
発
酵
品
質
も
よ
く
、
食
い
込
み
が

良
い
の
で
サ
イ
レ
ー
ジ
の
減
り
が
早

い
﹂
と
の
声
も
聞
か
れ
ま
す
。

●
２
番
草

　

栄
養
価
は
、
１
番
草
同
様
、
ほ
ぼ

昨
年
と
同
じ
傾
向
で
し
た
が
、
嗜
好

性
な
ど
引
き
続
き
品
質
を
確
認
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

●
飼
料
用
と
う
も
ろ
こ
し

　

Ｔ
Ｄ
Ｎ
、
Ｎ
Ｄ
Ｆ
は
そ
れ
ぞ
れ
平

成
28
年
対
比
１
０
０
％
と
前
年
並
に

な
り
、
デ
ン
プ
ン
含
量
は
３
ポ
イ
ン

ト
高
い
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

　

収
穫
が
早
ま
っ
た
た
め
に
高
水
分

と
な
り
、
デ
ン
プ
ン
が
排
汁
と
供
に

流
れ
出
た
可
能
性
も
あ
る
の
で
、
分

析
結
果
と
牛
の
反
応
を
確
認
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

　

倒
伏
折
損
被
害
の
た
め
、
傷
み
や

土
砂
混
入
に
よ
る
品
質
低
下
が
懸
念

さ
れ
ま
す
。

４　

給
与
に
つ
い
て

●
食
い
込
み
量
の
確
認

　

開
封
時
は
、
カ
ビ
や
変
敗
等
に
注

意
し
サ
イ
レ
ー
ジ
品
質
を
見
な
が
ら

牛
が
十
分
に
食
え
て
い
る
か
を
確
認

し
、
カ
ビ
毒
吸
着
剤
の
使
用
や
、
栄

養
成
分
の
不
足
を
補
う
な
ど
臨
機
応

変
に
対
応
し
ま
し
ょ
う
。

9

平
成
二
十
九
年
産 

自
給
飼
料
の

生
育
と
分
析
結
果
よ
り

表１　H29年中西部支所管内の収量調査結果
　　　（市町村、JA、普及センター調査による）

表２　平成29年度 粗飼料の分析値平均（H29.12月現在　ホクレン受付分）

H29 平年 平年比
1番草 2,333kg 2,240k 104%
2番草 1,292kg 1,263kg 102%
合　計 3,625kg 3,503kg 103%

H29 平年 平年比
コーン 6,554kg 5,799kg 113%

TDN収量 1,052kg 1,055kg 100%
※収量はkg/10a

H29産(n=66） H28産（n=22) H29/H28
１
番
草

TDN 61 61 100%
CP 11 9 118%

ＮＤＦ 64 65 98%
２
番
草

TDN 61 62 99%
CP 14 15 91%

ＮＤＦ 61 61 100%

H29産(n=20） H28産（n=17) H29/H28
コ
ー
ン

TDN 70 70 100%
澱粉 24 21 114%

ＮＤＦ 47 47 100%
（単位：％）



准組合員について学ぶ（全４回シリーズ）
ＪＡグループ北海道は、「道民と食と農でつながるサポーター 550万人づくり」を通じて、ＪＡ

グループに共感し、ともに行動して頂ける仲間づくりを進めています。国が進める「准組合員利用
規制」の議論に待ったをかけるべく、組合員の皆で声を上げていきましょう。

【最終回】 ＪＡのサポーターとしての准組合員

ＪＡグループ北海道が、「サポーター 550万人づくり」を進めているって聞いたけど、
どんな取り組みなのかな？僕らもサポーターになれるかな。

生徒

北海道で作られた農畜産物を食べることはもちろん、農業・農協・農村を応援した
いという想いを持って、ＪＡグループとともに行動する仲間を「サポーター」と位置
づけているよ。平成28年12月にアンケートをしてみたら、北海道の農畜産物を優先的
に食べて、農業を応援したいと考える人が、道内には400万人もいる計算で、准組合
員数の28万人よりずっと多いんだ。

先生

道民のほとんどは食べるサポーターなんだ！僕もサポーターとして行動したいけど、
ＪＡは、地域でどんな協同活動に取り組んでいるの？

生徒

ＪＡの広報誌やコミュニティ誌で、組合員の皆さんに紹介されている内容を例に挙
げると、特色のある色んな取り組みをしていることがわかるよ。
○地域協同活動（高齢者見守り、子ども食堂、移住者支援、街並み美化　等）
○地域インフラ（移動購買車、移動金融車、高齢者支援　等）
○地域食農教育（農業体験、出前授業、バケツ稲　等）
○地域連携事業（地域祭り等の催事、行政・漁協・商工会・企業・大学連携　等）
○情　報　発　信（移住者・交流人口増加に向けた農と地域の魅力発信　等）

先生

ＪＡは、地域に根差した色んな協同活動をしているんだね。僕も一緒に参加したい
なぁ。

生徒

ＪＡは、地域に住む組合員ニーズに応えるのが役割だからね。「正・准組合員アン
ケート（平成29年11月以降実施予定）」などを使って皆の期待に応えることで、「これ
からもＪＡは地域に必要だよね」と言ってもらえるよう頑張っていくよ。

先生

准組合員やＪＡの取り組みがよくわかったよ。僕もＪＡの協同活動に参加しながら、
准組合員の利用規制に反対の声を上げて行くね。

生徒
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11

Ｊ
Ａ
北
海
道
信
連昨

年
11
月
に﹁
食
﹂

と
﹁
農
﹂
を
テ
ー
マ

に
開
催
さ
れ
た
﹁
北
海
道
ア
グ

リ
・
フ
ー
ド
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
﹂

に
参
加
し
ま
し
た
。

当
日
は
、
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
チ
ラ
シ
の
配
布
な

ど
で
Ｊ
Ａ
バ
ン
ク
北
海
道
や
﹁
ド
ド
ー
ン
貯

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
﹂
等
の
Ｐ
Ｒ
を
行
っ
た
ほ
か
、

口
座
開
設
を
予
約
さ
れ
た
方
に
﹁
ち
ょ
リ
ス
ブ

ラ
ン
ケ
ッ
ト
﹂
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
し
た
。
今

後
も
積
極
的
に
イ
ベ
ン
ト
等
へ
参
加
し
、
Ｊ
Ａ

バ
ン
ク
の
Ｐ
Ｒ
を
通
じ
て
、
サ
ポ
ー
タ
ー
づ
く

り
に
取
組
ん
で
参
り
ま
す
。

ホ
ク
レ
ン

道
産
牛
乳
・

乳
製
品
の
消
費

拡
大
を
目
的
に
酪
農
家
の
拠
出

金
で
継
続
的
に
実
施
し
て
い
る

﹁
ミ
ル
ク
ラ
ン
ド
北
海
道
﹂
事
業
の
一
環
と
し

て
、東
京
都
武
蔵
野
市
吉
祥
寺
の
商
業
施
設﹁
コ

ピ
ス
吉
祥
寺
﹂
に
期
間
限
定
シ
ョ
ッ
プ
﹁
Ｍ
Ｉ

Ｌ
Ｋ
Ｌ
Ａ
Ｎ
Ｄ 

Ｈ
Ｏ
Ｋ
Ｋ
Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｏ
↓
Ｔ
Ｏ

Ｋ
Ｙ
Ｏ
﹂︵
平
成
29
年
11
月
15
日
～
平
成
30
年

３
月
25
日
︶
を
開
催
し
、
北
海
道
酪
農
を
広
く

Ｐ
Ｒ
し
て
お
り
ま
す
。
会
場
で
は
北
海
道
の
酪

農
家
が
実
際
に
訪
れ
、
来
場
者
と
交
流
す
る
イ

ベ
ン
ト
も
毎
月
開
催
し
て
い
ま
す
。

Ｊ
Ａ
共
済
連
北
海
道

２
月
５
日
か
ら
12
日
ま
で
開
催
さ

れ
る﹁
第
69
回
さ
っ
ぽ
ろ
雪
ま
つ
り
﹂

７
丁
目
会
場
に
て
、
平
成
29
年
度
Ｊ
Ａ
共
済 

全
道
小
・
中
学
生
交
通
安
全
ポ
ス
タ
ー
コ
ン

ク
ー
ル
の
入
賞
作
品
65
点
を
展
示
し
ま
す
。

Ｊ
Ａ
と
Ｊ
Ａ
共
済
連
北
海
道
は
、
交
通
ル
ー

ル
の
大
切
さ
や
交
通
安
全
に
対
す
る
願
い
が
描

か
れ
た
小
・
中
学
生
の
皆

さ
ん
の
作
品
を
通
し
て
、

交
通
事
故
防
止
の
意
識
づ

く
り
に
つ
な
げ
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

Ｊ
Ａ
北
海
道
厚
生
連

組
合
員
な
ら
び
に
地
域
住
民
の
皆

様
の
生
命
と
健
康
を
守
る
た
め
、
本

会
事
業
の
積
極
的
な
啓
蒙
推
進
を
図
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
、
広
報
誌
﹁
す
ま
い
る
﹂
を
発
行

し
て
お
り
ま
す
。年
３
回
発
行
し
て
お
り
、様
々

な
医
療
・
健
康
情
報
を
発
信
し
て
お
り
ま
す
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
を
掲

載
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
是
非
ご
一
読
く
だ
さ

い
。

Ｊ
Ａ
北
海
道
中
央
会

昨
年
11
月
21
日
に
札
幌
市
で
開

催
し
た
﹁
Ｊ
Ａ
北
海

道
大
会
実
践
フ
ォ
ー

ラ
ム
﹂
で
は
、
Ｊ
Ａ

北
海
道
大
会
︵
平
成

27
年
開
催
︶
の
決
議

事
項
の
実
践
機
運
を

高
め
る
こ
と
等
を
目

的
に
、﹃
新
規
担
い
手

倍
増
﹄
と
﹃
道
民
と

食
と
農
で
つ
な
が
る
サ
ポ
ー
タ
ー
５
５
０
万
人

づ
く
り
と
准
組
合
員
制
度
﹄
を
テ
ー
マ
に
取
り

上
げ
、
Ｊ
Ａ
の
実
践
事
例
発
表
と
パ
ネ
ル
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
に
よ
り
、﹃
担
い
手
受
け
入
れ

へ
の
地
域
合
意
形
成
﹄
と
﹃
准
組
合
員
と
の
関

係
強
化
﹄
の
大
切
さ
な
ど
を
再
認
識
す
る
場
と

な
り
ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
の
連
合
会
・
中
央
会
の
活
動

内
容
を
紹
介
し
ま
す
。

Ｊ
Ａ
北
海
道
大
会
決
議
事
項
の
実
践
や
そ
の

時
々
の
ト
ピ
ッ
ク
ス
な
ど
、
組
合
員
の
皆
様
に

定
期
的
に
お
伝
え
し
ま
す
。

各
団
体
の
詳
し
い
取
り
組
み
内
容
は
Ｗ
Ｅ
Ｂ

サ
イ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
通
信ＪＡによる事例発表の様子↑

昨年の会場の様子↑
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■
編
集
発
行 

釧
路
丹
頂
農
業
協
同
組
合
管
理
部
管
理
課

—
V
O
L
・
124—
平
成
30
年
2
月
発
行

■
印
刷
　
白
糠
印
刷
㈱

大変お世話になりました。
佐　　藤　　　千　　鶴
白糠支所　営農課営農係兼販売課販売係兼家畜改良課家畜改良係
12月31日をもって退職しました。

■平成29年度 　生乳生産実績（12月）
月計乳量（kg） 12月前年比（％） 累計乳量（kg） 累計前年比（％）

ＪＡくしろ丹頂 8,253,570.0 100.2 74,245,411.9 97.8
鶴 居 地 区 2,953,178.4 101.8 26,660,623.4 102.3
幌 呂 地 区 2,209,730.6 101.0 19,751,768.9 97.6
白 糠 地 区 1,668,311.6 97.3 15,192,352.0 96.7
音 別 地 区 1,422,349.4 99.3 12,640,667.6 91.1

管 内 計 44,048,345.3 101.5 396,986,468.6 98.5
（前年度管内計） 43,402,342.6 402,950,675.4

編 集 後 記
EDITOR’S NOTE

□ 今シーズン最強と言われる寒波が日本列島を襲っております。全国的に大雪や低
温などにより、様 な々形でライフラインに支障をきたしていることがニュースとなっ
ており、自然の脅威を感じずにはいられません。釧路管内の寒さもこれからが本
番です。釧路で大雪が続くことは少ないとはいえ、低温等に対する備えは万全にし、
体調管理及び乳牛等に対しても寒さに弱い子牛の寒冷対策等も徹底し、厳しい
冬を乗り越えて参りましょう。

理　事　会　報　告

報告事項　�
１．専決事項及び諸会議について
２．各委員会・諸会議等について
３．１１月末財務状況について
４．事業の実施処理状況について
５．内部審査の結果について
６．無通告監査の報告について
７．大口信用供与等先の経営状況等について

付議事項　�
議案第１号　�農協検査指摘事項に対する改善・

対応状況等の報告について
議案第２号　�ＪＡ全国監査機構期中監査の結

果について
議案第３号　�平成２９年度（第３四半期）にか

かる監事監査の結果について
議案第４号　融資の承認について
議案第５号　�営農計画樹立基本方針の設定に

ついて

議案第６号　�平成２９年度森林整備事業の実施
について

議案第７号　�平成２９年度 畜産・酪農収益力
強化整備等特別対策事業の承認
について

議案第８号　固定資産の取得について
議案第９号　�株式会社鶴居クリーンエナジー

設立及び運営合意書の締結につ
いて

議案第１０号　�株式会社鶴居クリーンエナジー
に対する出資、出えんについて

議案第１１号　�農協法第３３条第２項利益相反取
引行為の承認について

議案第１２号　�資産評価に係る基準額の設定に
ついて

その他協議事項　�
１．機構改革について
２．当面の業務日程について

12月定例理事会　平成29年12月22日（金）


